
 

令和８年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立七里小学校 ）     学校番号 ０６３                            【様式】 

学 校 教 育 目 標 なかよく助け合う子 なんでもがんばる元気な子 しっかり考えて学ぶ子        

目 指 す 学 校 像 児童一人ひとりの可能性を伸ばす学校 ～誰もが通いたい、通わせたいと思う学校～        

          

重 点 目 標 

１ 学力の向上・基礎学力の定着 
２ 生徒指導・教育相談・特別支援教育の充実、校内体制の確立 
３ 保護者、地域から信頼される学校づくりの推進 
４ 安全・安心な教育環境の整備 
５ 教職員の指導力向上と心の健康、居心地のよい（Well-being）職場環境づくりの推進 

※重点目標は５つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月  日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

【現状】 

○全国学力・学習状況調査結果（R7 年度→国語・

算数・理科）については、全国平均を下回って

いる。市学習状況調査結果では、（R7 年度→国

語・社会・算数・理科）において、概ね平均を

上回る結果となった。 

【課題】 

○各調査結果から、多くの児童に学力の基礎的・

基本的事項の確かな定着がされていない。 

○児童が主体的な学び手となる必要がある。 

・「学びのポイ

ン ト （ じ ・

し・や・ク）

の視点による

授業改善 

① 校内研修において「学びのポイント

（じ・し・や・ク）」の視点によるＩＣ

Ｔの効果的な活用や協働的に学ぶメンタ

ーメンティー研修を取り入れ、授業改善

に関する手立てを設定し、指導力向上を

実施する。 

② 市教委に指導者を要請し、校内研修や授

業研究会を実施する。 

① 学校評価教職員アンケート「授業改善」

に関する項目で A 評価 76％（R7:73％） 

② 指導者を要請した校内研修や授業研究会

を年間３回以上実施できたか。 

 

 

 

 

 

・ 学 力 の 基 礎

的・基本的事

項の確実な定

着 

① 朝学習（国語・算数）を指導計画に位置

付け、さらに、学習系アプリ等を活用

し、計画的に練習を行うことで基礎学力

の定着を実施する。 
② 新たに朝学習に読書を取り入れ、語彙

力、読解力の基礎学力の定着を行う。 

③ 学習状況調査等の結果分析を基に授業改

善を行う。 

① 朝学習の時間が確実に実施できたか。 

② 図書の貸出冊数を 11,500 冊以上（R7：

10,937 冊） 

③ 学校評価保護者アンケート「わかりやす

く、しっかり学べる授業の実施」に関す

る質問項目で A 評価 55％（R7：52％） 
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【現状】 

○明るく元気に生活できている児童が多い。 

○休み時間や放課後は、校庭で活発に体を動かす

児童が増えている。 

○数名の登校渋りの児童は、今年度登校できるよ

うになってきている。 

【課題】 

○自分の気持ちをうまく言葉で伝えられないこと

に端を発したトラブルが多い。 

○漠然と不安を感じて、登校を渋る児童が時間の

経過とともに増える傾向がある。 

・児童一人ひと

りへの細やか

な教育支援・

教育相談に向

けた校内体制

の充実 

 

① 道徳授業や「いのちの支え合い」を学ぶ

授業を中心とした心の教育と積極的な生

徒指導を実施する。 

② 心と生活のアンケートや児童面談、スク

ールダッシュボードによる実態把握を確

実に実施し、情報共有、ケース会議、校

内委員会での協議に活用する。 

③ SC・SSW・さわ相や関係機関との連携、

校内支援センター・教育相談室・Sola

るーむの活用により、児童個々のニーズ

に応えるとともに児童の居場所づくりを

実現する。 

① 学校評価児童アンケート「児童のあいさ

つ・学校のきまり」に関する質問項目

で、A 評価 59％（R7:56％） 

② 学校評価児童アンケート「児童のトラブ

ルへの対応」に関する質問項目で A 評価

48％（R7：43％） 

③ 学校評価保護者アンケート「児童のトラ

ブルへの対応」に関する質問項目で A 評

価 55％（R7:52％） 
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【現状】 

○学校運営協議会・いじめ対策委員会を年 3 回開

催し、活発な熟議を行った。 

○サブテーマを「おもいやりは、愛いっぱいの地

域とともに」に定め、共通認識をもつことがで

きた。 

【課題】 

○サブテーマをさらに深めるため、各立場におい

て具体的な取組を実施する必要がある。 

○保護者の学校運営協議会に関する認識度に課題

がある。 

・家庭・地域か

ら信頼される

学校づくり 

① 子どもをよりよく変容させることで、地

域・保護者から信頼される学校づくりを

実現する。 

② 学校だよりや学校 Web ページ、学校安心

メールを活用して積極的に情報を発信す

る。 

① 学校評価保護者アンケート「児童のあい

さつ・学校のきまり」に関する質問項目

で A 評価 55％（R7:52％） 

② 学校評価保護者アンケート「学校からの

情報発信」に関する質問項目で A 評価

55％（R7:51％） 

 

 

 

 

 

・家庭・地域、学

校の連携を強固

にし、ともに児

童を見守り育て

ていく学校 

① 学校運営協議会や SSN を通じて、保護

者・地域との連携を深め具体的な取組を

実施する。 

② 児童・教職員の地域行事への参加や保護

者・地域住民を招いての学校公開、学校

行事の実施により、家庭・地域・学校の

交流を深め、ともに児童を育てていく学

校づくりを実施する。 

① 学校運営協議会で熟議を通して決まった

方向性について連絡会等を通して共有

し、サブテーマに基づく協働活動ができ

たか。 

② 学校評価保護者アンケート「地域協働」

に 関 する 質問 項 目 で A 評 価 51 ％

（R7:48％） 
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【現状】 

○雨漏り等の施設修繕に関わる内容で対応が必要

である。児童の使用に支障がある教室等があ

る。 

○清掃活動を児童の自立の第一歩と考え、自分た

ちで学ぶ場を整えられるよう指導している。 

【課題】 

○その都度学校施設管理課に報告しているが、継

続して不具合が発生し、対応が追い付かない。 

 

・安心安全な学

校づくり 

① 安全点検を確実に実施して危険を未然に

防ぐとともに、関係各所との連携を強化

する。 

② 傷病者発生対応訓練や安全研修（理科・

図工・家庭科・体育）において、危険行

為・危険個所の共通理解を図り、危機管

理体制を確立する。 

① 校内での児童の怪我（4 月～12 月）を

10％削減（R7:268 件）できたか。 

② 学校評価教職員アンケート「環境整備・

安全に関する取組」に関する質問項目で

A 評価 69％（R7:64％） 

 

 

 

 

 

・日常的な教育

環境の整備 

 

① 教室等の整理整頓を徹底するため長期休

業での整備を計画的に進める。 

② 「七里小学校 清掃スタンダード」によ

り、教員が同一歩調で指導を進める。 

① 長期休業中に教室及び特別教室等の整備

が実施されたか。 

② 学校評価教職員アンケート「児童の清掃

活動」に関する項目で A 評価 45％

（R7:42％） 
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【現状】 

○経験年数の多い教職員や学年主任が中核とな

り、組織的な運営ができている。 

○何でも言い合える職場環境の中で、それぞれの

職員が自分の役割を自覚して、日々の職務に当

たっている。 
【課題】 

○ICT の活用を図りたいが、ネットワーク環境の差の影響

もあり、取組の差がみられる。 

○教職員としての資質を高めるための、自己研鑽に取り

組むための余裕がない。 

・自分に自信を

もちながら、

生き生きと児

童に指導でき

る教職員の育

成 

① ICT 等教員の必要に応じた研修を実施

し、指導力向上を実現する。 

② 人事評価制度や研修の受講奨励により、

教員一人ひとりが目標を設定し、年間を

通して研修や授業改善に取り組むことで

各自の資質向上を図り、学校の教育力向

上に繋げる。 

③ 居心地がよく、風通しのよい職場環境づ

くりを実現する。（衛生委員会での協

議、トイレ・更衣室の整備・美化、教職

員間の相談しやすい雰囲気づくり） 

① 教育 DX 推進部を活用した ICT 研修を年

３回以上実施できたか。 

② 全ての教員が、自らの目標に向けて研修

や業務改善に取り組み、90％以上の教員

が目標達成を実感することができたか。 

③ 教職員アンケート「居心地の良い職場づ

くり」に関する質問項目で A 評価が 

75％（R7: 70％） 
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令和７ 年度 学校自己評価シス テムシート  （  さ いたま 市立七里小学校 ）      学校番号 ０ ６ ３                             【 様式】  
学 校 教 育 目 標 なかよ く 助け合う 子 なんでも がんばる 元気な子 し っかり 考えて学ぶ子        

目 指 す 学 校 像 児童一人ひと り の可能性を伸ばす学校 ～誰も が通いたい、 通わせたいと 思う 学校～        

          

重 点 目 標 

１  学力の向上・ 基礎学力の定着 
２  生徒指導・ 教育相談・ 特別支援教育の充実、 校内体制の確立 
３  保護者、 地域から 信頼さ れる 学校づく り の推進 
４  安全・ 安心な教育環境の整備 
５  教職員の指導力向上と 心の健康、 居心地のよ い（ Wel l -bei ng） 職場環境づく り の推進 

※重点目標は５ つ以上の設定も 可。 重点目標に対応し た評価項目は複数設定可。  

※番号欄は重点目標の番号と 対応さ せる 。 評価項目に対応し た「 具体的方策、  

方策の評価指標」 を設定。  

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会によ る 評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和８ 年２ 月１ ７ 日 

番 号 現状と 課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と 改善策  学校運営協議会から の意見・ 要望・ 評価等 

1 

【 現状】  

○全国学力・ 学習状況調査結果（ R6 年度→国語・

算数） について若干改善が見ら れたが市の平均

を下回っている 。  

【 課題】  

○各調査結果から 、 多く の児童に学力の基礎的・

基本的事項の確かな定着がさ れていない。  

○児童が主体的な学び手と なる 必要がある 。  

・ 「 学びの ポ イ

ン ト （ じ ・

し ・ や・ ク ）

の 視点に よ る

授業改善 

① 校内研 修に おい て 「 学びの ポ イ ン ト

（ じ ・ し ・ や・ ク ） 」 の視点によ る Ｉ Ｃ

Ｔ の効果的な活用や授業改善に関する 手

立てを設定し 、 指導力向上を 実施する 。  

② 市教委に指導者を 要請し 、 校内研修や授

業研究会を実施する 。  

① 学校評価教職員アン ケート 「 授業改善」

に関する 項目で A評価 66％（ R6: 63％）  

② 指導者を要請し た校内研修や授業研究会

を年間２ 回以上実施でき たか。  

① 学校評価教職員ア ン ケ ート 「 授業改

善」 に関する 項目で A評価 72. 7%と 達成

でき た。  

② 指導者を 要請し た校内研修は１ 回、 授

業研究会は３ 回実施でき た。  

Ａ  

○校内研修において 「 学びのポイ ン ト

（ じ ・ し ・ ゃ・ ク ） 」 の視点によ る 授

業改善を 引き 続き 継続的に研究し 、 実

践する 。  

 

 

・ メ ンタ ーメ ンティ ー研修を活

用し た学校課題研修は、 子ども

たちの学力向上のために有効で

ある と 感じ る 。 継続し て取り 組

んでほし い。  

・ 学 力 の 基 礎

的・ 基本的事

項の 確実な 定

着 

① 朝学習（ 国語・ 算数） を 指導計画に位置

付け、 ド リ ルパーク 等を 活用し 、 計画的

に練習を 行う こ と で基礎学力の定着を 実

施する 。  

② 学習状況調査等の結果分析を 基に授業改

善を 行う 。  

① 朝学習の時間が確実に実施でき たか。  

② 学校評価保護者アン ケート 「 わかり やす

く 、 し っかり 学べる 授業の実施」 に関す

る 質問項目で A評価 56％（ R6： 53％）  

① 朝学習の 時間は各教科部が計画を 立

て、 行事や指導計画に位置付けて確実

に実施でき た。  

② 学校評価保護者アン ケート 「 わかり や

すく 、 し っ かり 学べる 授業の実施」 に

関する 質問項目で A評価 52. 5%と なり 、

達成でき なかった。  

Ｂ  

○市学習状況調査の結果速報値では、 基

礎学力の定着が見ら れた。 今後は朝学

習に朝読書を位置付け、 学力の定着と

向上を図る 。  

2 

【 現状】  

○明る く 元気に生活でき ている 児童が多い。  

○休み時間や放課後は、 校庭で活発に体を動かす

児童が増えている 。  

○数名の登校渋り の児童は、 今年度登校でき る よ

う になってき ている 。  

【 課題】  

○自分の気持ちをう ま く 言葉で伝えら れないこ と

に端を発し たト ラ ブルが多い。  

 

・ 児童一人ひと

り への 細やか

な 教育支援・

教育相談に 向

け た 校内体制

の充実 

 

① 道徳授業や「 いのちの支え合い」 を学ぶ

授業を中心と し た心の教育と 積極的な生

徒指導を 実施する 。  

② 心と 生活のアン ケート や児童面談、 ス ク

ールダッ シュ ボード によ る 実態把握を 確

実に実施し 、 情報共有、 ケース 会議、 校

内委員会での協議に活用する 。  

③ SC・ SSW・ さ わ相や関係機関と の連携、

校内支援セン タ ー・ 教育相談室・ Sol a

る ーむの活用によ り 、 児童個々のニーズ

に応える と と も に児童の居場所づく り を

実現する 。  

① 学校評価児童アンケ ート 「 児童のあいさ

つ・ 学校のき ま り 」 に 関する 質問項目

で、 A評価 50％（ R6: 47％）  

② 学校評価教職員アン ケート 「 児童のト ラ

ブルへの対応」 に関する 質問項目で A評

価 66％（ R6： 63％）  

③ 学校評価保護者アン ケート 「 児童のト ラ

ブルへの対応」 に関する 質問項目で A評

価 55％（ R6: 52％）  

① 学校評価児童アン ケート 「 児童のあい

さ つ・ 学校のき ま り 」 に関する 質問項

目で、 A評価 56. 3％と 達成でき た。  

② 学校評価教職員アン ケート 「 児童のト

ラ ブルへの対応」 に関する 質問項目で

A評価 81. 8%と なり 、 達成でき た。  

③ 学校評価保護者アン ケート 「 児童のト

ラ ブルへの対応」 に関する 質問項目で

A 評価 49. 6％と なり 、 達成でき なかっ

た。  

Ｂ  

○教職員と 保護者の「 学校のト ラ ブルへ

の対応」 についての評価に差がある 。

保護者への連絡と 説明を 継続し て 行

い、 信頼関係を深める 。  

○「 おはよ う メ ータ ー」 については、 教

職員間の中で活用に差があり 、 課題が

見ら れる 。 活用を 促し たり 、 活用し て

いる 教職員の活用例を 広めたり し てい

く 。  

 

・ あいさ つについては、 校内や
顔見知り にはあいさ つができ て
いる 。 知ら ない人へのあいさ つ
は地域の治安維持につながる た
め、 今後も 取組を続ける 必要が
ある 。  
・ 「 ト ラ ブルの対応」 について
は、 保護者の納得のいかない対
応も あったと 聞いている 。 粘り
強く 対応し 伝え続ける こ と で、
理解が得ら れる よ う になる ので
継続を望む。  

3 

【 現状】  

○学校運営協議会・ いじ め対策委員会を年 3 回開

催し 、 活発な熟議を行った。  

○サブテーマを 「 おも いやり は、 愛いっ ぱいの地

域と と も に」 に定め、 共通認識を も つこ と がで

き た。  

【 課題】  

○サブテーマを さ ら に深める ため、 各立場におい

て具体的な取組を実施する 必要がある 。  

○保護者の学校運営協議会に関する 認識度に課題

がある 。  

・ 家庭・ 地域か

ら 信頼さ れる

学校づく り  

① 子ど も を よ り よ く 変容さ せる こ と で、 地

域・ 保護者から 信頼さ れる 学校づく り を

実現する 。  

② 学校だよ り や学校 Web ページ、 学校安心

メ ールを 活用し て積極的に情報を 発信す

る 。  

① 学校評価保護者アン ケート 「 児童のあい

さ つ・ 学校のき ま り 」 に関する 質問項目

で A評価 56％（ R6: 53％）  

② 学校評価保護者アン ケート 「 学校から の

情報発信」 に関する 質問項目で A 評価

63％（ R6: 60％）  

① 学校評価保護者アンケート 「 児童のあ
いさ つ・ 学校のき ま り 」 に関する 質問
項目で A評価 52. 5%と 達成でき なかっ
た。  

② 学校評価保護者アンケート 「 学校から
の情報発信」 に関する 質問項目で A評
価 51. 2％と 達成でき なかった。  

Ｂ  

○あいさ つについて、 課題が残る 。 引き
続き あ いさ つ運動や児童への言葉が
け、 継続する 。  

○学校から の情報発信については課題が
見ら れる 。 今後は、 既存の機能を よ り
効果的に活用する だけでなく 、 新し い
電子媒体での情報発信を実施する 。  

 

・ 「 愛フ ェ ス 」 に教職員が多数

参加し ても ら えたのは、 地域と

し て大変あり がたいので、 例え

ば運動会のおそろいの T シャ ツ

を着る 等の工夫をする と よ い。

ただ、 参加については、 土日は

十分休養し ていただき 平日の授

業に尽力し ていただき たい。 無

理のない参加でよ いと 思う 。 ま

た、 保護者の活躍でき る 場も あ

る と よ い。  

・ 民生委員と の連絡会を実施し

ていただいたのはよ かった。 今

後も 継続し てほし い。  

・ 家庭・ 地域、 学

校の連携を 強固

に し 、 と も に 児

童を 見守り 育て

ていく 学校 

① 学校運営協議会や SSN を 通じ て、 保護

者・ 地域と の連携を 深め具体的な取組を

実施する 。  

② 児童・ 教職員の地域行事への参加や保護

者・ 地域住民を招いての学校公開、 学校

行事の実施によ り 、 家庭・ 地域・ 学校の

交流を深め、 と も に児童を 育てていく 学

校づく り を実施する 。  

① 学校運営協議会で熟議を 通し て決ま っ た

方向性について 連絡会等を 通し て 共有

し 、 サブテーマに基づく 協働活動ができ

たか。  

② 学校評価保護者アン ケート 「 地域協働」

に 関 す る 質 問 項 目 で A 評 価 71 ％

（ R6: 68％）  

① 第１ 、 ２ 回学校運営協議会の熟議か

ら 、 各立場での取組の案と ２ 月の「 愛

フ ェ ス 」 への関わり について活発な議

論が行われた。 「 愛フ ェ ス 」 へは学校

と し て積極的に関わる 見通し である 。  

② 学校評価保護者ア ン ケ ート 「 地域協

働」 に関する 質問項目で A 評価 62％と

達成でき なかった。  

Ｂ  

○「 愛フ ェ ス 」 については、 教職員の参
加意欲も 高い。 今後は、 他の具体的な
取組も 含め、 それぞれの取組について
学校運営協議会を 通じ て深化さ せてい
く 。  

○管理職以外の教職員も PTA 活動に多く
参加する べき と の声がある 。 働き 方改
革と のバラ ン ス を 鑑み、 検討し て い
く 。  

4 

【 現状】  

○年度末雨漏り 等が原因の急な 教室変更があ っ

た。 児童の使用に支障がある 教室等がある 。  

○清掃活動を 児童の自立の第一歩と 考え、 自分た

ちで学ぶ場を整えら れる よ う 指導し ている 。  

【 課題】  

○その都度学校施設管理課に報告し ている が、 立

て 続け に不具合が発生し 、 対応が追い付かな

い。  

 

・ 安心安全な 学

校づく り  

① 安全点検を 確実に実施し て危険を 未然に

防ぐ と と も に、 関係各所と の連携を強化

する 。  

② 傷病者発生対応訓練や安全研修（ 理科・

図工・ 家庭科・ 体育） において、 危険行

為・ 危険個所の共通理解を 図り 、 危機管

理体制を 確立する 。  

① 校内での児童の怪我（ 4 月～12 月） を

10％削減（ R6: 285 件） でき たか。  

② 学校評価教職員アン ケート 「 環境整備・

安全に関する 取組」 に関する 質問項目で

A評価 61％（ R6: 58％）  

① 校内での児童の怪我（ 4 月～12 月） は

268 件で 3. 9％増加し 、 削減でき なかっ

た。  

② 学校評価教職員ア ン ケ ート 「 環境整

備・ 安全に関する 取組」 に関する 質問

項目で A評価 63. 6％ 

Ｂ  

○けがは、 昨年度に比べ増加し た。 児童

の不注意によ る けがが多い。 児童の行

動を 制限する のではなく 、 児童自ら が

考えて行動でき る よ う な指導場面を 増

やし 、 継続し て行っていく 。  

  

・ 校舎の老朽化が激し い中で、

保護者地域の方の支援を受けな

がら 、 子ど も たちの安全・ 安心

に努めてほし い。  

・ 日常的な 教育

環境の整備 

 

① 教室等の整理整頓を 徹底する ため長期休

業での整備を計画的に進める 。  

② 「 七里小学校 清掃ス タ ン ダード 」 によ

り 、 教員が同一歩調で指導を 進める 。  

① 長期休業中に教室及び特別教室等の整備

が実施さ れたか。  

② 学校評価教職員アン ケート 「 児童の清掃

活 動 」 に 関 する 項 目 で A 評 価 41 ％

（ R6: 37％）  

① 長期休業中に教室及び特別教室等の整

備を実施でき た。  

② 学校評価教職員アン ケート 「 児童の清

掃活動」 に関する 項目で A評価 42. 4％ 

Ａ  

○校内施設の老朽化が大き な 課題であ

る 。 日常的な 整備を 続け、 管理職が

委員会へ、 施設改善の依頼を 粘り 強

く 行っていく 。  

5 

【 現状】  

○臨時的任用職員を 含め、 経験年数１ ０ 年以下の

教職員が半数以上を占めている 。  

○何でも 言い合える 職場環境の中で、 それぞれの

職員が自分の役割を自覚し て、 日々の職務に当

たっている 。  

【 課題】  

○I CT の活用を 図り たいが、 ネッ ト ワ ーク 環境の

差の影響も あり 、 取組の差がみら れる 。  

○教職員と し ての資質を高める ための、 自己研鑽

に取り 組むための余裕がない。  

・ 自分に自信を

も ち な が ら 、

生き 生き と 児

童に 指導で き

る 教職員の 育

成 

① I CT 等教員の 必要に 応じ た 研修を 実施

し 、 指導力向上を実現する 。  

② 人事評価制度や研修の受講奨励によ り 、

教員一人ひと り が目標を設定し 、 年間を

通し て研修や授業改善に取り 組むこ と で

各自の資質向上を 図り 、 学校の教育力向

上に繋げる 。  

③ 居心地がよ く 、 風通し のよ い職場環境づ

く り を 実現する 。 （ 衛生委員会での協

議、 ト イ レ ・ 更衣室の整備・ 美化、 教職

員間の相談し やすい雰囲気づく り ）  

① I CT サポータ ー等を 活用し た I CT 研修を

年３ 回以上実施でき たか。  

② 全ての教員が、 自ら の目標に向けて研修

や業務改善に取り 組み、 90％以上の教員

が目標達成を実感する こ と ができ たか。  

③ 教職員アン ケート 「 居心地の良い職場づ

く り 」 に関する 質問項目で A評価が 46％

（ R6: 43％）  

① I CTサポータ ー等を活用し た I CT研修を

年３ 回実施でき た。  

② 全ての教員が、 自ら の目標に向けて研

修や業務改善に取り 組み、 100％の教員

が目標達成を実感する こ と ができ た。  

③ 教職員アン ケート 「 居心地の良い職場

づく り 」 に関する 質問項目で A 評価が

70％と 大き く 達成でき た。  

Ａ  

○児童の学びの定着のために来年度実施

する 通知表２ 回制が、 教職員の負担増

加につながら ないよ う 業務改善を 継続

する 。  

○今後児童のタ ブレ ッ ト 端末の更新があ

り 、 さ ら なる 研修が必要と なる 。 新た

な端末へ対応でき る よ う 、 年度末から

研修を 行い、 次年度、 滞り ない端末更

新に繋げる 。  

 

・ タ ブレ ッ ト を活用し た授業に

ついては、 諸外国では学力低下

や集中力欠如につながる ため紙

に戻し ている と 聞く 。 必要に応

じ て無理のない範囲で取り 組ん

でも ら いたい。  

・ 教職員の雰囲気が良いこ と が

行事等で感じ ら れた。 チームワ

ーク が結束さ れている 成果であ

る と 感じ る 。  
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